
前回の審議会では、高梁川新
架橋の整備、これは総社市全体
から見て川西地区と川東地区が
均衡のとれた発展をするための
都市基盤の整備ということで、
有効な手段であり、これからの
都市支援となるものであるとい
うことが確認されました。この
ことを受けて、山田孝延会長（岡
山県立大学デザイン学部学部長）
と清水男副会長で協議した答申
内容が、議題として提出されま
した。
事務局が、高梁川新架橋整備

について、これまでの議会での
議決の経緯と、高梁川新架橋整
備方針に関わる論点の骨子につ
いて説明しました。論点の骨子
は、交付金事業および合併特例
債事業として補助採択を受けた
事業であること、下部工事が完
成していること、経済効果が見
込まれること、企業誘致の促進
に好影響があること、将来に渡
り財政に深刻な悪影響をおよぼ
すことにならないよう、より一

層計画的な財政運営が必要であ
ること、川西地区と川東地区を
均衡の取れた発展をするために
有効的な手段であることなどで
す。
この後、山田会長が答申内容

となる高梁川新架橋の整備の方
向性について発表しました。
委員からは、表現の意味の確

認や、財政的には非常に苦しい
のは分かっているので、財政運
営への配慮についてもう少し書
き加えてもよいのでは、国道４
８６号バイパスとしての整備と
の関連について整理してはどう
か、コストの縮減についても言
及すべきとの意見が出ました。
この日出された意見を基に、

調整されたものが、次回の第５

回目の高梁川新架橋整備方針審
議会で、答申案として提示され
ることになりました。
審議会終了後、山田会長は、

「答申の方向性は固まりました。
橋自体を架ける架けないという
一般論としては利便性の向上な
どいろいろと効果がもたらされ
るものですが、現在の財政事情
を加味した場合に、どういう具
合になるかということで、委員
から意見もありました。それを
受けて、今日の論点の骨子をま
とめ、それを反映させた答申の
案を、次回に出します。委員全
員が合意した内容とするため、
慎重に審議します」と話しました。
次回、新架橋の整備について

の答申が決定します。
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第４回総社市高梁川新架橋整備方針審議会
レ ポ ー ト

次回、答申内容が決定

第４回 高梁川新架橋整備方針審議会

開催日　７月３０日
場所　　西庁舎３０１会議室
出席者　委員１８人と市の幹部ら２１人

問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１）問い合わせ　土木課土木係（1(2８２９１） 完成している左岸側の橋台
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火災件数は２２件で、前年
に比べ７件の増加で

す。種別では、建物火災１２件
と最も多く、次いで林野火災３
件、車両火災２件などとなって
います。特に、建物火災が４件、
車両火災が２件とそれぞれ増加
しています。
「たき火」や「たばこ」などの
人の不注意によって生じる火災

が多く発生しています。火の取
り扱いに、より一層の注意をお
願いします。

救急出動件数は１１２５件、
搬送人員は１０９３人

となっています。これを前年同
期と比べると出動件数は１３件
増加し、搬送人員では８人の増
加となっています。
出動件数を事故種別でみる

と、急病が６４８件で最も多く、
次いでその他（転院のための搬
送など）１８３件、一般負傷１３４
件、交通事故１１９件の順です。
また、市外の医療機関への搬

送が増加し続けていて、出動件
数全体の約６８％を占めていま
す。このため、救急車などの重
複出動が増加し、現場到着が遅
れる傾向にあります。

火災と救急の概要 火災・救急件数ともに増加［平成20年上半期］
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市内では、４台の救急車が稼働している。
このうち、消防署の１台と、西出張所の１
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